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札幌クラブ CS,EMC 担当 中田 

を 昇天は
 

 

 

 
 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖句今月 
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THE SERVICE CLUB OF YMCA 

THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S 

CLUB THE Y’S MEN’S CLUB OF SAPPORO 

CHATERED IN 

NOVEMBER 21,1955 
― 主 題 ― 

國際会長      

アジア会長     

東日本区理事  

北海道部部長    

 

札幌クラブ会長 

札幌クラブ役員 

会 長  宮崎 善昭 

書 記  柴田 伸俊 

会 計  秋葉 聡志 

直前会長 伏木 康 

 

Jacob lutionKristensen (デンマーク) 

David Lua（シンガポール） 

板村 哲也（武蔵野多摩） 

中村 義春（十勝） 

 

宮崎 善昭（札幌） 

 

評 価   Evaluat ion  

 

２０２１年６月 

２００１年５月例会       在籍会員 ８名  インターンット例会出席 ６名  メネット 0名    メーキアップ０名 

 出席報告            ゲスト ４名  ビジター 0名   出席者合計 １２名    出席率  ７５％ 

 

 

今月の聖句 

「Values,Extension and Leadership」 

「変化をもたらそう」s 

「変化を楽しもう」 

「心を高めよう  

  ワイズダムの繋りを友情の輪に」 

「楽しみを持って 喜びを持って 

 

 
何よりもまう、神の国と神の義を求めなさい。 

マタイによる福音書 6章 33節 

北海道ＹＭＣＡ 年間聖句  （秋葉聡志選） 

 

 

 

「やってみたい」という気持ちを生かす 札幌ワイズメンズクラブ会長 宮崎 善昭 
 

 

子どもを見ていると誰し 

も「やってみたいという」   

気持ちを持っています。そ 

して、やってみたいことを   

している時、モチベーショ 

ンはとても高く、たとえう 

まくいっていなくても少し 

も悲惨な気持ちになった 

り、落ち込んだりしていま 

せん。そして何度でも繰り 

返して挑戦しています。 

幼児期の教育は、ある意味では「やってみたいこと」

が何なのかを見つけるための様々な経験の場を創り出

すことではないかと思います。勿論、大人が考えて場

を設定し、子どもたちがその場に参加するための促し

や、自己決定のための支援をするわけですが、ここに

熱心のあまり大人の価値観を持ち込んで、強制的なる

ことは避けたいものです。 

少し前にネット上でも有名になったデンマークのサッ

カー協会の指導に関する１０カ条があります。 

① 子どもたちは、あなたのモノではない 

② 子どもたちは、サッカーに夢中だ 

③ 子どもたちは、あなたとともにサッカー人生を歩

んでいる 

④ 子どもたちから、求められることはあっても、あ

なたから求めてはいけない 

⑤ あなたの欲望を子どもたちを介して満たしては

ならない 

⑥ アドバイスは、あなたの考えを押し付けてはなら

ない 

⑦ 子どもの身体をまもること。しかし、子どもの魂

にまで踏み込んではならない 

⑧ こどもの心になること。大人のサッカーをさせて

はならない 

⑨ こどものサッカー人生を支援することは大事だ

ない 

⑦ 子どもの身体をまもること。しかし、子どもの     

魂にまで踏み込んではならない 

⑧ こどもの心になること。大人のサッカーをさせ

てはならない 

⑨ こどものサッカー人生を支援することは大事 

だが、こども自身で考えさせることだ 

⑩ 子どもにサッカーを教え導くことはできる。 

しかし、勝つことが大切か否かを決めるのは子 

どもたちである。 

まさに、子ども主体の考え方であり、大人が余計な

或いは過剰な関わりをしないように考えられていま

す。私たち日本人は、教育というものを考えるとき学

校教育に限定して考えがちです。つまり小・中・高・

大（短・専）のそれぞれの教育のことであり、大学（短・

専）に入学あるいは卒業した途端一部の研究者や専門

家を志す人を除けば大部分の人にとって教育は終了で

はないでしょうか。教育は大学（短・専）に入学する

為のモノであるといっても過言ではないような感じが

します。従って、子どもたちがこの過程で「やってみ

たい」ことの自己決定による右往左往は時間的に不要

なため大人が大いに介入するのです。 

 しかし、この年になって考えてみると、生涯学習と

いうことの意味がよく分かってくるのです。正に教育

は自己教育として一生継続するものなのです。である

なら、幼い時に見つけた「やってみたい」という事柄

やジャンルを極めていく行為は、人の自由な生き方に

とって極めて重大な事柄ではないだろうかと思うので

す。 

子どもたちに、「やってみたい」ことを広範囲にわた

って、十分経験させることを教育としてとらえ、自由

にしかも選択できるという自己決定の経験則が、人の

基礎を形成する幼児教育には求められているのではな

いかと考えて見るのです。 
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日時：2021 年 6 月 15 日（火） 18:30～19:30 

会場：オンライン例会 

会費：1,000 円 

プログラム 

   司会 柴田 伸俊              

① 開会点鐘       札幌クラブ会長 宮崎 善昭 

② ワイズソング、ワイズの信条    全員 

③  聖句               秋葉 聡志 

④ 会長あいさつ         会長 宮崎 善昭 

⑤ 誕生日       なし 

⑥ 結婚記念日   なし  

        

    

⑦ 卓話 会員スピーチ 

 

「思い出、近況報告、夢」 
～1年を振り返り 明日を望む～ 

例会主席者全員 
 

（安田会員はピアノ演奏） 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 諸報告 

⑨ YMCA報告  YMCA担当主事   

⑨ 今月の歌  なし 

⑩ 閉会点鐘     会長 宮崎 善昭 

 
 

 
日時： 2021年 5月 18日（火）18：30～19：30 

場所： リモート例会 

出席者 秋葉、伏木、柴田、北川、中田、宮﨑  

 ゲスト：木田、高橋、坂東、吹田 

18：30 より５月オンライン例会が開始された。 

リモートで、ユース（リーダーOB、OG）の参加を

得て、彼らの考えや思いについて話を聞いた。熱心

に YMCA のリーダーとして子どのたちと活動をし

てきたが、学校卒業と同時に YMCA から離れてし

まい、寂しく感じることもある。折角 YMCA でボ

ランタリーな精神を学び、実践の場としたリーダー

をしてきたのに突然それが途絶えて残念に思う。青

春時代に思いを一つにしてやってきた仲間とまた

交わる機会があればぜひ参加したい。などの思いが

語られた。 

 ワイズからは、同窓会的な集いも必要だが、何ら

かの形を持って YMCA 運動に連なっていくことが

大切ではないか、とりあえずはチャリティーランや

バザーなどのイベントに参加し運営の支援などす

るのも良いのではないか。何か、目的を持った集ま

りの方が継続性があるなどの意見があった。 

 今後、伏木会員、木田スタッフが中心になり話し

合う機会を作っていくこととする。（宮﨑記） 

 

 
何故この聖句を 北海道 YMCA 総主事 秋葉 聡志 

現在、札幌ブランチでは会館建替え計画の策定を進め

ています。 乗り越えなければならない多くの困難があ

ることを思いつつも、すべてを神様が整えてくださるこ

とを信じて、この聖句と共に 1 年間を歩みたいと思って

います。 

 

 

札幌ワイズメンズクラブ ５月例会 
 

札幌ワイズメンズクラブ ５月事務会 
 

 

北川 佳治 

 

日時： ： 5 月 26 日（水）19:15～20:00（zoom） 
出席： 宮﨑（長）・柴田・伏木・中田・秋葉・北川 

内容 

１．6 月例会・事務会について 

          【例会】 

  日時： 6 月 15 日（火）18:30～19:30 

  場所： オンライン例会 

  内容： 会員スピーチ「1 年を振り返り 

明日を望む」 各自 5～6 分 

  会費： なし 

         【事務会】 

  日時： 6 月 22 日（水）19:00～ オンライン 

  内容： ①7 月例会・事務会予定 

      ②年度末決算見込・新年度予算 

      ③新年度体制ほか 

２．ブリテン 6 月号分担 

  添付別紙分担表の通り。聖句が間に合わない場

合は、YMCA 年間聖句 

  新年度分担も別紙分担表参照 

３．今後の予定 

  ①YMCA チャリティラン 

 開催期間調整中～オンライン開催の予定 

  ②東日本区 

東日本区代議員会 6 月 12 日（土）10:00~12:00 

東日本区大会     6 月 12 日（土）13:30~16:30 

オンライン開催 ホスト甲府２１クラブ 
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             『YMCA を軸に』 

       髙橋 芽久（2016 年卒） 

札幌 YMCA ユースクラブは、札

幌 YMCA でユースボランティアリ

ーダーとして活動していたメンバ

ーにより組織されているクラブで

す。ユースボランティアリーダーと

して活動していた際は、YMCA や

ワイズメンズクラブの 

皆さまにたくさんのご支援をいただきながら活動してき

ました。なので、活動内容については YMCA のイベント

の補助やユースボランティアリーダーの活動支援等を通

して、ボランティア活動の意義を改めて広めていくこと

ができたらと思っています。 

また、活動の際にはユースボランティアリーダーｍ

OBOGが家族を含めて関わることのできる活動にもした

いと考えています。発足したばかりなので活動について

は決まっていないことも多々ありますが、YMCA や

YMCA で出会った仲間たちとのつながりが途絶えない

よう、私たちに何ができるか考えながら 「YMCA を軸

とした活動」をしていけたら嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ユースクラブの発展を!』 

      ユース事業主査 伏木 康 

緊急事態宣言下、学校では修学旅

行、運動会が延期、中止になり、

YMCA でも屋内プログラムだけでな

く屋外の活動まで影響を受けていま

す。コロナ禍の子供たちは不安を抱え

ており、子供らしい笑顔を見る機 

会が少なくなりました。 

宣言解除後、思いっきり身体を動かし、自然に触れ 

合う機会を速やかに提供できるようリーダーに準備し

てもらう必要があります。 彼らをエンフォースしたい

という OB、OG はとても頼もしく、静かに見守ってい

きたいと思います。  

いずれは、チミケップで東日本区のユースリーダーボ

ランティアフォーラムをホストできるようなクラブに

成長していただければと期待します。 

（チミケップ・ボランティアリーダーOB） 

             『繋ぐ』 

             吹田 哲朗（2013 年卒） 

学生時代、YMCA に集まり、熱く思い

を共有し、ぶつかり合い、そして同じ

釜の飯を食ってきた仲間たちが、社会

人になってそれぞれの道に進んでい

くと、YMCA からもそこにいた仲間たち

ともどんどんと離れてしまう。せっか 

く知り合えた仲間と、その仲間と出会わせてくれて、い

ろいろな価値観や考え方を教えてくれた YMCA との繋が

りが、学生と社会人との間でプツリと途絶えてしまう。

それが非常にもったいないと感じていました。YMCA でで

きた繋がりが時を超え世代を超えて、YMCA で活動してき

たリーダーたちと YMCA を永く繋いでいく要としての、

OB・OG 会となって活動していけることを望んでいます。

その時代ごとのリーダーたちの思いを現役のリーダーた

ちに繋げ、また、ゲームや手遊びなどの遊びの技術や野

外活動における技術まで、幅広い意味で「繋がり」を重

視して活動していくことを目指したいと考えています。 

 

 

 

            『繋がりを絶たない』 

                         木田 貴浩（2008 年卒） 

札幌 YMCA ユースクラブ（仮）は、

ユースボランティアリーダーの OBOG

で構成されます。リーダーでの活動を

経て社会人となり YMCA との関係が希

薄化することにユース担当スタッフ

としては課題を感じていました。私も 

リーダーOB の一人ですが、当時のリーダーたちとの繋が

りは細く世代ごとに残っています。その繋がりを一元化

し、リーダーOBOG のプラットフォームを作るために過去

10 年程度の OBOG に提案したのがユースクラブ構想の始

まりです。このプラットフォームは、YMCA・ユースクラ

ブ・ワイズメンクラブの 3 者にとって互いに頼れる関係

性を築けるものだと確信しています。YMCA で築いたポジ

ティブネットを活かし、society5.0 社会に適応した活動

をしてくれると期待しています。YMCA の活動や現役ユー

スリーダーの活動を支援しながら家族単位で関われる活

動を検討していきます。頻繫に活動はできないかもしれ

ませんが、卒業しても YMCA との関係性を長く持続するこ

のできるクラブ運営を目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

  

『リスタート』      坂東 孟（2018 年卒） 

ユースクラブは、学生時代にアウトドア・ユースリーダーとして活動してきた OG.OB で構

成されています。学生時代とは異なり時間の制約がある中ではありますが、活動を重ねること

でユースクラブが YMCA そのす。ユースクラブでの今後のやりたい活動について、長期的な 

展望については正直なところ想像がつきませものが一つの居場所であったりユースクラブ全体が暖かい雰囲気だっ

たらいいなと思っていまん。ですが、今の自分たちが出来ることに力を注いでいきたいと考えています。例えば、

ワイズメンズクラブの活動に参加させて頂き、お手伝いをしたり例会に参加することや現役リーダーへのサポート

等、出来る範囲から少しずつやっていくのが良いと考えています。少しずつ活動を行い、経験を積んでいくことで

ユースクラブ自体でも話し合い、何か問題意識を持ち、自分たちからも積極的に活動していきます。一緒に活動し

てきたリーダー達や先輩後輩のリーダー達と活動できるのを楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

5 月例会卓話   「私の求めるユースクラブ」リーダーOB/OG 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＹＭＣＡニュース  担当主事 北川 佳治 
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ワイズの信条   

１． 自分を愛するように、隣人を愛そう。 

２． 青少年のためにＹＭＣＡに尽くそう。 

３． 世界的視野をもって、国際親善をはかろう。 

４． 義務を果たしてこそ、 

権利が生ずることを悟ろう。 

５． 会合には出席第一、 

社会には奉仕第一を旨としよう。 
 
 

第 24回東日本区大会 

①幼少年サマープログラム受付開始 

 5月 31日より、幼少年サマープログラム（夏期短期教

室）の会員受付を開始致しました。6月 3日より一般受

付も開始しております。キャンプ・スイミング・体操・

クライミング・ボールスポーツ・パルクール・英語・造

形・実験・スクールなど多彩なランナップをご用意して

おります。 

 コロナ禍で、子ども達にとっても大変窮屈な日常であ

るかと思います。ココロとカラダが、少しでも解放され、

リフレッシュできる期間にしてもらえればと、スタッフ

一同準備を進めております。 

 コロナ禍で、子ども達にとっても大変窮屈な日常であ

るかと思います。ココロとカラダが、少しでも解放され、

リフレッシュできる期間にしてもらえればと、スタッフ

一同準備を進めております。 

詳細は YMCAホームページにてご覧ください。皆様のご

参加を心よりお待ちしております。 

 

                  ホームページ

QRコード 

 

 

 

 

 

 

② ウエルネススタッフによる 

パーソナルトレーニング開始 

 2020年度採用のウエルネススタッフが、今春から満を

持してパーソナルトレーニングを実施します。  

会員・一般共に募集をしておりますので、関心のある

方は是非お問い合わせください！ 

 

≪名前≫ 

楢嶋 優介（ならしま ゆうすけ） 

≪経歴≫ 

専門学校在籍時にトレーナー科学を学びフィットネ

ス関係の資格を取得しています。昨年度より、ウエルネ

ススタッフとして水泳や体操の指導を行っています。 

≪資格≫ 

■健康運動実践指導者 

■JATI-ATI（JATI認定指導者資格） 

 

 

 

 

 

 

 

第 24 回東日本区大会は 6 月 12 日（土）13:30

～16:30、山梨県甲府湯村温泉郷 常磐ホテルにお

いて行われます。新型コロナウイルス感染症対策

のため、対面による行事は理事就任式のみとし、

それ以外はリモート参加または事前録画による 3

つの形式の混成（ハイブリッド）で行われます。 

また、従来は２日間で実施していた内容を今回

は一部プログラムの省略や時間短縮などをして３

時間で実施いたします。 

パソコン、タブレット、スマホなどでどこから

でも手軽に参加することができます。 

参加形式は『対面・リモート・ビデオ録画』の

ハイブリッド形式です。一般参加者はリモート参

加です。 

プログラム 

13:30～ オープニング＆バナーセレモニー 

 

13:40～ 東日本区アワー Ⅰ 

 ▼理事報告  

▼代議員会報告 

▼部長報告   北海道部 

北東部 

関東東部 

  東新部 

あずさ部 

湘南・沖縄部 

富士山部 

 ▼法人化報告 

 ▼事業主任報告  

地域奉仕・Ｙサ 

会員増強 

国際・交流 

ユース 

ワイズメネット 

 ▼理事表彰、奈良傳賞 

 

15:30～ 東日本区アワー Ⅱ 

 ▼理事就任式、引継ぎ式 

16:05～ 閉会式 

下記のリンクをクリックして参加して下さい。 

https://zoom.us/j/92134321858?pwd=VnhUUG

lZbmd5S1Y0SGhxKzV5N

GtKZz09 

パスコード：893484 

 

 

 
 

 
 

https://zoom.us/j/92134321858?pwd=VnhUUGlZbmd5S1Y0SGhxKzV5NGtKZz09
https://zoom.us/j/92134321858?pwd=VnhUUGlZbmd5S1Y0SGhxKzV5NGtKZz09
https://zoom.us/j/92134321858?pwd=VnhUUGlZbmd5S1Y0SGhxKzV5NGtKZz09

